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本社スタッフ 営業統括本部スタッフ 業務本部 山静事務所

開発本部 衣料本部 食品本部 北陸事務所

テナント本部 住関本部 関連事業本部 関東事務所

●監査部　●社長室　
●広報室　●グループ政策室　
●改善部　●国際部

●営業管理部　●商品・品質管理部
●お客様サービス部　
●営業政策部　●営業企画部

●業務管理部　●山静営業部
●衣料部　●住関部　●食品部

●企画部　●管財部
●建設部　●店舗開発部

●レディス部 ●子供ベビー部
●メンズ部 ●インナー部
●靴服飾部 ●商品企画開発部
●衣料本部スタッフ

●ドライ食品部　●鮮魚部
●精肉部　●青果部　●コンセ部
●食品本部スタッフ
●プロセスセンター管理部
●商品企画開発部

●業務管理部　●北陸営業部
●衣料部　●住関部　●食品部

●企画部　●管理部
●開発導入部　●運営部　
●催事部

●業務部
●ユーホーム事業部
●夢屋書店事業部

●業務管理部　●関東営業部
●衣料部　●住関部　●食品部

〈環境目的目標〉
青果廃棄物削減手法の精度向上

〈環境目的目標〉
店舗の省エネ設備への投資の推進
（営業管理部）、消費者向け節電リー
フレットの作成、配布（営業企画部）

〈環境目的目標〉
環境配慮商品の販売

〈環境目的目標〉
環境配慮商品の開発、販売

〈環境目的目標〉
コピー用紙使用削減。バイオマスプ
ラスチック製レジ袋の開発、販売

〈環境目的目標〉
売れ残り廃棄商品の削減

〈環境目的目標〉
環境配慮商品の売り上げ向上。太陽
光発電商品を普及させる

〈環境目的目標〉
食品リサイクルループの構築。レジ袋
辞退率向上。事務所の環境活動

〈環境目的目標〉
食品リサイクルループの構築。レジ袋
辞退率向上。事務所の環境活動

〈環境目的目標〉
食品リサイクルループの構築。レジ袋
辞退率向上。事務所の環境活動

〈環境目的目標〉
エコストアの建設と、環境配慮設備の
評価

〈環境目的目標〉
専門店から排出される廃棄物削減の
取り組み

●ヘルス＆ビューティ部
●ホームファッション部
●ホビー＆スポーツ部
●商品企画開発部
●住関本部スタッフ

各部門の代表的な目的目標

●：担当部署

●総務部 ●法務部
●人事部 ●環境社会貢献部
●IT物流部 ●経理財務部

　ユニーは営業活動の中で地球環境に対してさまざまな影響を及ぼしています。商品を生産者から仕
入れ、運び、販売し、お客様に消費していただくバリューチェーンのそれぞれの過程で発生する環境
に悪い影響（環境負荷）をできるだけ低減することを環境目的目標にしています。また、環境配慮商
品の販売やエコストアの建設、容器包装の削減や廃棄物のリサイクルなど、環境をよくするための活
動をさらに進めることも、環境マネジメントシステムで実践しています。
　このシステムは、Plan（計画）・Do（実行）・Check(検証）・Action(見直し、改善）のスパイラ
ルで環境方針を実現し、持続可能な社会構築のために継続的に改善していくものです。

緊急事態への対応
　環境影響で重大なものに災害があります。2011年の東日本大震
災レベルの災害が東海地方に起きることを想定し、防災訓練を計画
し、実施しました。

　2004年1月に本社事務所がISO14001を認証取得し、その後関東事務所・山静事務所・北陸事務所が
それぞれ本部として認証取得しました。2008年2月、本社が各本部を統合し、組織変更を行いました。さら
に同年8月にユーストアを合併し、組織変更・拡大を図りました。
　また2004年から2009年まで審査機関はオリオン・レジストラー・ジャパンでしたが、2010年1月から審
査登録機関を株式会社日本環境認証機構（JACO）にお願いしています。

環境目的目標にエコ・ファーストの約束を設定
　環境マネジメントの目的目標については、各部門ごとに業務の環
境影響調査を行い、環境側面を抽出し、影響の重大なものを改善す
るよう環境実施計画を策定しています。
　さらに、エコ･ファースト企業としての高い環境目標を掲げている
「エコ・ファーストの約束」を果たすために、環境実施計画に以下の
ことを組み込みました。
●食品リサイクルの推進　●容器包装の削減とリサイクル推進
●環境教育の実施　　　 ●環境配慮商品の開発および販売拡大
●エコストアの建設

 東日本大震災を教訓に、震災マニュアル「地震対応ガ
イドライン」を全面的に改訂しました。また、各店舗・事
業所で実施している震災・消防訓練とは別に、
●被災を想定した各店舗、事業所の施設点検演習
●システムを使った店舗被災情報の集約演習 
●社内緊急メールの配信演習
などを組み入れた全社規模の演習（震災総合演習）を半年ごとに実施し、災
害に備えています。特に店舗は地域との防災協定を結んでいるので、避難場
所として頼りになる存在となるよう努めます。

「地震対応ガイドライン」の改訂

●省エネ活動……空調温度規制・照明
の個別管理・クールビズ、ウォームビズ
●省資源……コピー用紙使用削減
●廃棄物の削減とリサイクル推進
●本社周辺の清掃活動

継続的な環境目的目標

総務部（防災担当）
佐野彰彦

ゴミ0運動いなざわ

環境マネジメントシステム（EMS）の組織と活動 環境マネジメント（ISO14001）の取り組み

ユニーは、持続可能な社会の構築を営業活動を通して実現することが企業責任であると「環境方針」に掲げています。
現在のことだけではなく、未来に向かって地球環境を守り、人間が自然と共存していける社会、
持続可能な社会を「地球にやさしいお買い物」によって実現したいと願い、
お客様や生産者、取引先そしてその他の関係する人達と一緒に目指していくために、環境マネジメントを実践しています。

環境マネジメント

ISO14001推進のための社員教育
　環境方針・環境目的目標や環境マネジメントシステムの理解を深
め、環境活動を実践していくために、適用範囲の全従業員と関係す
る人々に教育を行いました。
　また、環境マネジメントシステムが規格に適応しているか、有効に
機能しているか、コンプライアンスを確保しているかどうかを監査す
る内部監査員養成研修を開催し、現在までに資格取得者は221人に
なりました。

サーベランス審査 サーベランス部門審査 産業廃棄物保管状況審査

内部監査員研修 本社集合教育

地震および津波の避難訓練 防災訓練（グループ会社合同）
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